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全競技場で観客を満員に 

２０２０パラリンピックの意義と課題 

 
鳥原光憲 日本障がい者スポーツ協会会長 

      日本パラリンピック委員会会長 

 
2020 年東京パラリンピックについて、鳥原光憲・日本障がいスポーツ協会会

長・日本パラリンピック委員会会長が記者会見し、パラリンピックの意義と課

題について説明した。鳥原さんは、ロンドン・パラリンピック（2012 年）がチ

ケットを完売し、連日、満員の観客で競技場が盛り上がったことを紹介し、大

会成功の必要条件として「全競技場満員の観客を実現する」と述べた。 

さらに、観戦体験を通して障がい者スポーツへの理解が深まり、人びとの障

がいへの認識が大きく変わることが、パラリンピックの最大の意義となると強

調した。障がい者の可能性を妨げる障壁やバリアを取り除くことが、高齢者や

傷病者、妊婦など一時的に不自由な状態の人々も暮らしやすいインクルーシブ

な社会につながるとパラリンピックのレガシーづくりを呼び掛けた。 

※当日、配布された資料を本文の後に添付しています。 
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司会（別府育郎・産経新聞論説副委員長） 本

日は、日本パラリンピック委員会会長、それか

ら日本障がい者スポーツ協会（公益財団法人）

の会長である鳥原光憲さんにおみえいただい

ております。最初に会長からお話しいただいて、

その後、質疑に移ります。 

 

障がい者スポーツの長期ビジョン 

 

鳥原光憲・日本障がい者スポーツ協会会長・日

本パラリンピック委員会会長 皆さん、こんに

ちは。本日は、この日本記者クラブでパラリン

ピックについてお話をする機会をいただきま

して、大変光栄に思い、また、ありがたく思っ

ております。 

私は、いま、ご紹介がありましたように、2011

年 6 月に、日本障がい者スポーツ協会、そして、

その内部組織であります日本パラリンピック

委員会の会長に就任いたしました。私は、高校

のときからサッカーをやって、最後はＦＣ東京

の設立、運営にかかわったりしているものです

から、スポーツには大変大きな恩恵を受けてお

りました。障がい者のスポーツに貢献すること

で、少しでも社会に恩返しができればという、

そういう気持ちでこの役を引き受けた次第で

あります。 

4 年余りの経験にすぎませんけれども、障が

い者スポーツの価値がわかり、また、障がい者

に対する私自身の認識の仕方も変わったと思

っております。 

就任した翌年の 2012 年の初めに、協会とし

て日本の障がい者スポーツの長期ビジョンを

つくろうと決めました。それまではそういった

ビジョンを持ってなかったのですが、――その

内容はまた後で少し触れますけれども――そ

の動機は 4つほどあります。 

1 つは、わが国の障がい者スポーツの歩みが

半世紀になる大きな節目を迎えるときであっ

た。実は、ことしの 5 月にちょうど創立 50 周

年をこの障がい者スポーツ協会が迎えました。 

2 つは、2011 年 8 月に、ご案内のように、ス

ポーツ基本法が施行されまして、障がい者を含

めたスポーツ権が明文化をされて、国の障がい

者スポーツに対する方針が明確化されたこと

があります。 

3 つは、この年にロンドンでパラリンピック

が開催されましたが、日本において障がい者ス

ポーツに対する関心が高まるということであ

ります。 

それから 4 つ目は、2020 年、東京オリンピ

ック・パラリンピック招致活動が本格化する段

階で、日本の障がい者スポーツのあり方が問わ

れてくる状況下にあったことです。 

そういう背景から、1年ほどかけてビジョン

を作成しまして、2013年 3月に発表しました。

思ったほど反響はなかったんですけれども、5

月にこのビジョンを携えて国際パラリンピッ

ク委員会、ＩＰＣの会長に説明に行きました。

英国マンチェスターのそばの自宅まで行って、

このビジョンを説明してきました。ＩＰＣの会

長はＩＯＣの委員の一人であるという立場で

もあったからです。ＩＰＣの会長からは、日本

の障がい者スポーツの目指す方向について賛

同が得られて、私は、2020 年、東京招致決定

の一つの役に立ったと自負しているところで

あります。 

2020 東京パラリンピックは、ビジョンの実

現を加速するための起爆剤でもありますので、

その大成功に最大限の努力を注いでまいる、そ

ういう決意であります。 

 

残念な新国立競技場計画問題 

 

その 2020 東京大会まであと 5 年というとき

に、新国立競技場計画が白紙に戻されることに

なりました。こうした問題が起きたことは、非

常に残念なことだと思っております。新国立競

技場は、2020 東京オリンピック・パラリンピ

ックのメインスタジアムとして世界に誇れる

施設にすべく、各界の意見を十分に踏まえたう

えで、国が国の責任で建設計画を決定するもの

だと思っております。 

私としましては、パラリンピック開催に不可
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欠な競技場のアクセシビリティの確保という

観点から意見をする立場にありまして、ＩＰＣ

のガイドラインなどの基準が充足されるよう

に、引き続き働きかけ、努力をしていく考えで

ございます。 

いずれにしましても、非常に厳しい建設スケ

ジュールになりますので、関係機関との調整を

徹底して行って、進捗管理に万全を期す必要が

あると強く感じております。 

前書きが少し長くなりましたが、きょうは、

2020 東京パラリンピックの意義と課題につい

てお話をして、ぜひいろいろご支援をいただき

たいと思います。 

 

チケット２７８万枚を完売したロンド

ン・パラリンピック ―― 東京大会の

ベンチマークに 

 

どういうものかというのを、もうご存じの方

は大勢いらっしゃると思いますが、改めてお話

をしたいと思います。直近の大会、2012 年の

ロンドンパラリンピックの例で幾つかお話を

したいと思います。 

資料 1 に概要がありますが、パラリンピック

の発祥国となったロンドンパラリンピックの

特徴を 4つほど挙げますと、第 1は、大会の規

模であります。164 の国と地域から 4,237 名の

選手が参加した史上最大規模の大会であった

ということです。オリンピックは、204 の国と

地域から選手 1万 931 名なので、選手の数はほ

ぼ半分ですが、参加国は大分迫ってきておりま

す。 

第 2は、チケットの販売数が 278 万枚で完売

を達成しまして、各競技場が連日満員の観客で

盛り上がったということです。ちなみに、観客

分析によりますと、チケットの購入者の 55％

が女性で、年齢別にみると、35 から 54 歳が 5

割を占めております。また、観客の 75％が家

族同伴ということ。こうしたことなどから、観

客のイメージとしては、教育期の子どもを持つ

世代が中心となっておりまして、これがパラリ

ンピックの特徴の一つと言えると思います。 

第 3は、メディアがオリンピック同等に積極

的に情報を発信したことであります。テレビの

視聴者は 120 カ国で延べ約 38 億人に上りまし

て、英国ではチャンネル 4 が 1 日 16 時間、合

計 500 時間の放映を行った。この中で試合の生

中継が相当行われまして、英国における障がい

者スポーツの認知度が飛躍的に高まったと言

われております。 

そして第 4は、ボランティアの活躍でござい

ます。全国から 20 万人を超える応募者があっ

て、その中から約 7 万人の大会ボランティア

「ゲームズ・メーカーズ」が、大会運営の一翼

を担うんだぞという意識を持って、ホスピタリ

ティを大いに発揮して活躍したということで

す。 

こうしたことから、ロンドン大会はパラリン

ピック史上、最高の大会と内外から称賛をされ

たとなっております。成熟国ロンドンでの大会

を、私どもは 2020 東京大会のベンチマークと

しなければならないと思っております。 

 

パラリンピックの歴史 -― リハビリ

スポーツの誕生から参加拡大、オリンピ

ックとの統合へ 

 

英国がパラリンピック発祥国というふうに

お話ししましたので、少しパラリンピックの歴

史に触れておきたいと思います。資料 2-1に簡

単な歴史が書いてあります。 

このパラリンピックの歴史には、大きな 3

つの流れがありまして、これが今日につながっ

ています。 

第 1 の流れは、誕生の過程でありまして、

1944 年に第二次世界大戦で負傷した兵士の治

療と社会復帰を目的に、ロンドン郊外の王立ス

トーク・マンデビル病院に脊髄損傷科が開設さ

れまして、その初代科長のルードヴィッヒ・グ

ットマン卿が脊髄損傷者の治療と社会復帰に

スポーツを取り入れて、これが驚異的なリハビ

リの効果を上げたということでした。 

そして、1948 年にロンドンオリンピックに

合わせて、病院内で車椅子アーチェリー大会を
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開催して、これがパラリンピックの源泉と言わ

れております。 

その後、国際大会となり、1960 年のローマ

オリンピックの後に開催されたこのストー

ク・マンデビル大会が、後に、第 1回パラリン

ピック・ローマ大会と位置づけられました。第

1の流れは、リハビリスポーツから競技スポー

ツへの発展がオリンピックにつながるという、

こういう誕生の過程でございます。 

第 2の流れは発展の過程でありまして、1976

年に初めて冬季パラリンピックが開催された。

さらに、この年の夏のパラリンピックでは、初

めて車椅子以外の障がいのある選手、上・下肢

切断とか視覚障がいの選手が参加をして、さら

に 1980 年には脳性麻痺、1984 年には機能障が

いの選手が、96 年からは知的障がいの選手が

参加するというふうに、パラリンピックが競技

分野や参加選手の範囲を拡大していく、こうい

う発展の流れであります。 

 

統合開催 同じスポーツの祭典として

一体運営があるべき姿 

 

そして第 3の流れは、オリンピックとパラリ

ンピック統合化の流れ。すなわち、変革の過程

であります。始まりは、1988 年のパラリンピ

ック・ソウル大会でありましたが、2008 年の

北京大会は、ＩＯＣ、ＩＰＣ間の協力合意に基

づく最初のパラリンピック、すなわち、開催都

市、組織委員会、競技施設、選手村、スポンサ

ーなどを同一化した最初の大会となりました。 

こうしたオリンピック・パラリンピック統合

開催化は、ＩＯＣによるパラリンピックへの財

政的な支援に加えて、施設の有効活用とか大会

運営の効率化の面で非常に大きな効果を生ん

でいることはもちろんですが、何よりも、オリ

ンピック、パラリンピックは同じスポーツの祭

典として一体的な運営が本来あるべき姿であ

る、という考えが基本となって実現されたもの

であります。 

このオリンピック・パラリンピック統合化を

いかに発展させていくかが大事な課題で、こう

した面でも 2020 東京オリンピック・パラリン

ピックの運営が注目されているところであり

ます。 

その点で、現時点で 2020 東京大会の組織委

員会においては、組織の要所にパラリンピック

関係者が配置され、パラリンピックを十分考慮

した大会準備が進められておりまして、この点

は、ＩＰＣからも評価をされているところであ

ります。 

資料 2－3 に日本の障がい者スポーツ振興の

経緯に触れてありますが、後ほど、少しごらん

いただくこととして、ここで申しあげたいのは、

1964 年の東京パラリンピックの開催と、1998

年の長野冬季パラリンピック開催が、日本の障

がい者スポーツの振興、発展の大きな経緯にな

ったということでございます。 

パラリンピックの歴史、これまでの流れにつ

いてお話ししてまいりましたが、次にパラリン

ピックの魅力がどこにあるかというところに

ついてお話をしたいと思います。その前に、パ

ラリンピックの競技とはどういうものかとい

うことをご紹介したいと思います。 

 

リオ・パラリンピックは 22 競技 528 種

目  オリンピックより多い種目数 

 

資料 3 をみていただきますと、2016 年、来

年のリオのパラリンピックで行われる競技の

一覧ですが、22 競技、528 種目が行われます。

ちなみに、2020 東京パラリンピックでは、こ

の競技の中で、左側にある脳性麻痺の 7人制サ

ッカーと、右側の上のほうにあるセーリング、

この 2競技が外れまして、そのかわりにテコン

ドーとバドミントンの 2 競技が入るというこ

とが決まっております。 

このパラリンピックは、22 競技、528 種目で

リオで行われますが、このリオのオリンピック

は、ここに書いていませんが、28 競技、306

種目で、パラリンピックはオリンピック種目よ

り競技種目が多いというのが特徴です。200 種

目以上多いんですね。特に陸上競技、水泳の種

目数が顕著です。 
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障がいの種類・程度でクラス分け パラ

リンピックの特徴① 

 

これはなぜかといいますと、パラリンピック

にはクラス分け制度というのがあるからです。

資料 3 のパラリンピックスポーツの特徴の中

に書いてありますが、選手の障がいの種類や程

度によってクラスを分けて、同程度の身体機能

を有する人たちが一つの競技クラスをつくっ

て、そのクラスの中で公平に競技を行うための

ルールなんです。 

例えば陸上男子 100ｍというと、オリンピッ

クでは 1種目ですけれども、パラリンピックで

は 15クラスあります。金メダルが 15 あるとい

うことです。それは、視覚障がいだったり、上・

下肢切断あるいは脊髄損傷、脳性麻痺あるいは

知的障がいといった、障がいの種類と、それか

ら、その程度による区分がありますし、また、

車椅子を使ったり、あるいは義足で走ったりと

いう、そういう用具による区分もありまして、

そのために 15 クラスある。陸上競技、水泳の

種目数が多いのは、そういう理由です。 

 

進歩する競技用具 特徴② 

 

これがパラリンピックの特徴の一つですが、

もう一つ、パラリンピックの特徴としては、特

有の競技用具を利用することです。資料 3の次

のページに入っていますが、車椅子には、陸上

競技用のレーサーとか、車椅子バスケット用あ

るいはラグビー用、テニス用といったものがあ

りますし、それから、義足もさまざまですね。

こうした競技用具の進歩によって、パラリンピ

ックの競技性や魅力が高まってきたのは事実

です。また、こうした用具開発、技術力と、ま

た用具を購入する経済力が、競技成績、競技参

加そのものにも影響する、そういうことも言え

るところです。 

 

 

 

不可欠の競技パートナー 特徴③ 

 

それからもう一つ、パラリンピックの特徴を

挙げますと、競技パートナーの存在です。特に

視覚障がいの人のための陸上競技でのガイド

ランナーあるいはコーラーなどの役割が重要

で、練習のときから協力者の存在が不可欠にな

ります。 

ガイドランナーは、5,000ｍまでは１人です

けれども、5,000ｍを超えると 2 人まで、マラ

ソンは 3人まで交代が可能になっています。 

ロンドンのパラリンピックの 5,000ｍで銅

メダルをとった和田伸也という選手のガイド

ランナーを、中田崇志という選手がもう長年務

めておりますが、ロンドンで最後の 1周の第 4

コーナーで 3位を追い上げて、抜き去って銅メ

ダルをとったんですが、そこまで息が合うとい

うのは、ふだんから生活を一緒にして練習する

ぐらいでないと務まらないということですね。 

そのガイドランナーの中田崇志さんが言っ

ていましたけれども、和田伸也がどんどん記録

を伸ばしていく。これ以上伸びると自分が追い

つかなくなるから、新しいガイドランナーをみ

つけるのが結構大変だ、という話をしていまし

た。 

また、ロンドンではなかったですけれども、

マラソンのガイドランナーが途中で足がけい

れんをして、選手はどんどん走ろうとしている

けれども、自分がけいれんしているものだから、

針で突っつき、突っつきしながら必死になって

一緒に走ってメダルをとった、そういう話もさ

れています。 

このガイドランナーなどの競技パートナー

の存在が非常に重要だというのが、このパラリ

ンピックの特徴の一つですね。もっともっとい

ろいろありますけれども、パラリンピック特有

の特徴ですとか、あるいはルールを理解して競

技を観戦すると、パラリンピックの魅力がより

大きく感じられると思います。 
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両足義足男子陸上 100m 10 秒 57 オリ

ンピックと１秒の差 エリートスポー

ツとしての魅力 

 

これらを含めて、パラリンピック競技には障

がい者が行う特殊なスポーツとしてだけでは

なくて、純粋なスポーツ、欧米流にいうとエリ

ートスポーツとしての魅力があります。オリン

ピックに迫る世界記録が出されておりまして、

陸上の男子 100ｍで、両足義足の選手は 10 秒

57。これはオリンピック側では 9秒 58、1 秒の

違いですね。それから、400ｍのやはり両足義

足の選手は 45秒 39 です。オリンピック側とい

うか、世界選手権、健常者側ですが、43秒 18。

これはわずか 2秒ちょっとの差。それから、走

り幅跳びも、片足義足の選手の世界記録が、今

年５月、新しく出た 8ｍ29。一般のほうは 8ｍ

95 ですから、それに迫る勢いですし、オリン

ピック側より圧倒的に早いのは車椅子マラソ

ンで、女子の車椅子マラソンの世界記録は 1

時間 38 分 07 秒。これは日本の土田和歌子選手

がおととし出したものです。 

こうしたオリンピックというか、一般の競技

の記録に並ぶようなすごい記録が出ておりま

す。視覚障がい者の 5人制サッカーでは、全盲

の選手がボールの鈴の音や味方の声を頼りに

ドリブルしたり、パスしたり、シュートしたり、

またはタックルをしたり、非常に勇気のあるプ

レーをみせます。車椅子バスケットボールの激

しい攻防だとか、車椅子テニスの敏捷、パワフ

ルなラリーの応酬だとか、とにかくすごい魅力

的なスポーツに感じます。 

皆さん、ご存じのように、車椅子テニスの国

枝慎吾選手は、グランドスラム車椅子部門の世

界最多優勝記録をまだ更新していまして、現在

でシングルス 19 回、ダブルス 19 回、合わせて

38 回のグランドスラム部門の優勝をしており

ます。グランドスラムそのものは、シングルス

の三冠を 4回とっているんですね。今シーズン

もすでに全豪オープンと全仏オープンのシン

グルスを 2つとって、あと、全米オープンを去

年のようにとると、5回目のグランドスラムの

達成。 

女子の上地結衣も、いま、世界ランキング 1

位、2 位のところを行っていまして、2 人とも

2020 東京では男女アベック優勝をしたいと言

っています。 

でも、この国枝慎吾の車椅子テニスの試合の

中継は行われたことがなく、ニュースでちょっ

と出たり、あるいはスポーツではなくて、国枝

慎吾の努力の話として取り上げられたり、そう

いうことなのですが、世界ナンバーワンの車椅

子テニスの試合中継ぐらい、せめてグランドス

ラムの決勝戦ぐらい、何とか中継で日本のみん

なにみてもらいたいものだなと思います。本人

もロンドンで金メダルをとり、二連破を達成し

たときに、この試合を日本のみんなの前でやり

たいというふうに、試合後のインタビューで言

っていました。 

 

残された機能を最大限に生かし限界に

挑戦するアスリートを観戦し、障がいへ

の認識変える ――最大の意義 

 

こういう状況で、パラリンピック競技そのも

のは非常に魅力のあるスポーツだと思います。

言葉ではなかなか言い尽くせないのですが、こ

うした競技そのもののおもしろさとともに、み

ずからの障がいを乗り越えて、持てる機能を最

大限に生かして――残された機能を最大限に

生かしてと言ったほうがわかりやすいかもし

れませんが――限界に挑戦するアスリートた

ちの姿に、多くの人が感銘をし、勇気を与えら

れるものです。 

こうした観戦体験を通じて、人々の、社会の

障がい者スポーツへの関心や理解が高まり、ひ

いては障がいそのものに対する認識が大きく

変わることが、パラリンピック開催の最大の意

義であると思います。これがパラリンピックの

意義だというふうに言えます。 

障がいそのものに対する社会の認識が変わ

るとはどういうことかということですが、端的

に言うと、障がいが不可能を意味するものでは

ないと認識することだと思います。障がい者を

不可能にさせているのは、障がいそのものでは
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なくて、分け隔てのある社会環境でもあるんだ

と認識を変えることです。ちなみに、今日、欧

米など先進国で「障がい者」というのを意味す

る英語の「The disabled」の使用は不適切とさ

れています。 

パラリンピック精神というのがあるのです

が、これは、さっきお話ししたルードヴィッ

ヒ・グットマン卿からずうっと伝わっている精

神ですが、「失ったものを数えるな。残された

機能を最大限に生かそう」ということで、こう

いう精神でみずから限界に挑戦するアスリー

トたちをみれば、障がいの有無で人の可能性が

決まらないことがよくわかります。 

視覚障がい者は、ほかの機能を研ぎ澄ませて、

晴眼者以上に社会がみえると思いますし、上・

下肢切断、上・下肢の何らかの障がい者は、残

された機能を鍛えて、健常者以上のパフォーマ

ンスを示すことができるとも思います。障がい

の有無で人の可能性が決まるものではないと

認識をするのが、このパラリンピック開催の意

義だと思います。 

人間みんな、顔形や体型だとか性格だとか個

性が異なるように、障がいも個性の一つと捉え

て、こうした多様な個性が生かされる、そうい

う社会であってこそ、真の豊かさがあると言え

ると思います。 

しかしながら、現実の社会は、ハード、ソフ

ト、両面のさまざまな障壁、バリアが障がい者

の可能性を妨げております。これを徹底的に見

直して、バリアフリーの社会、違いを受け入れ

るインクルーシブな社会への変革を促してい

くことが、パラリンピック開催の遺産として後

世に引き継がれる最大のものだと思います。 

 

インクルーシブな社会へ IPC のめざす

レガシー 

 

この遺産、レガシーを少し具体的に整理する

ために、資料 4 でＩＰＣの目指すパラリンピッ

クの基本的レガシーを載せてありますが、主に

4つの領域があります。 

説明は簡単にしますが、第 1は、スポーツ施

設や都市全体のインクルーシブな社会基盤。第

2 は、障がい者スポーツそのものの発展。第 3

は、社会の個々人の意識の改革。第 4は、社会

生活をインクルーシブなものにする多様な機

会の創出。これは社会の制度とか仕組みだとか

というものです。こういうふうに 4つに整理さ

れていますが、われわれの捉え方も全くこのと

おりだと思っております。 

正確な統計かどうか確かめられていないの

ですが、障がい者に高齢者、そして傷病者、そ

れから妊婦だとか、一時的に不自由な状態にな

っている人を加えれば、世界の人口の 2割近く

がアクセシブルな社会インフラやアクセシブ

ルな製品・サービスを必要としていると言われ

ています。 

ですから、このレガシーというのは、障がい

のある人だけではなくて、そういった一時的に

不自由な状態の人も含めて、これからの社会の

アクセシビリティを高めるためには、こういう

4 つの領域で物を考えていく必要があると思

います。 

こうしたレガシーは、オリンピックとは異な

るパラリンピックの生み出す価値でありまし

て、このレガシーの最大化を図ることができれ

ば、パラリンピックの開催の意義はそれだけに

大きいと言えると思います。 

 

大会成功に必要な６条件 

 

そういう意味で、最後に、東京 2020 パラリ

ンピックの成功に向けて、課題の幾つかについ

てお話をしたいと思います。 

ロンドンの成功例から考えますと、大会成功

の必要条件として幾つか挙げるとすれば、1つ

は、施設・運営両面で最高の競技環境を整える

こと。2つ目は、チケット完売による全競技場

満員の観客を実現すること。それから 3 つ目、

これは順不同ですが、日本選手団のメダルラン

キングの上位躍進を図ること。4つ目、大勢の

意識の高いボランティアの活躍を図ること。5

つ目は、積極的なメディアの情報発信が行われ

ること。そして 6つ目は、アクセシブルな社会
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環境が整えられること。あえて 6つでとめます

が、このほかにも課題は広範にわたりますが、

この中でも私は 2 つの点についてちょっと触

れたいと思います。 

 

全競技場満員の観客を実現するために

――小中学生が観戦しファンになる 

 

第 1 は、全競技場満員の観客を実現するとい

うことですが、去年、日本財団のパラリンピッ

ク研究会が行った世論調査では、日本国内の障

がい者スポーツの観戦経験者は 5％未満にす

ぎない。5％未満ということになると、実際に

は 1％に近い 5％未満ではないかと思いますが、

かなり低い。現実に国内のいろんな競技会に行

っても、観戦者がほとんどいないというのがこ

れまでの現実です。 

それから、2020 東京パラリンピックについ

ても、6割の人がメディアで観戦希望すると言

っていますが、直接競技場で観戦をすることを

希望しているのは 15％程度と低くて、オリン

ピックの半分程度となっている。これが現状で

す。 

こうした現実を踏まえて、最も基本的なこと

として、パラリンピック、ひいては障がい者ス

ポーツの認知度を高める活動、啓発活動、さら

に進んでファンづくりの活動を全国的に地道

に展開していく必要がある、と私は思っており

ます。 

その中で特に力を入れるべきことは、小中学

生を中心に若い世代の人たちの障がい者スポ

ーツへの理解、関心を高めることだと思います。

学校教育の機会や競技大会はじめさまざまな

スポーツイベントの機会を活用して、パラリン

ピアンからじかに、用具あるいはルールなどを

含めて、競技の特徴や自分の経験を話すことな

どが非常に効果的だと思います。 

こうした観点から、私どもの協会では、こと

しから新たな取り組みを始めました。一例とし

て、ことし 4月に千葉市で開催した車椅子ラグ

ビー国際競技大会です。ここで大会の開催前に、

千葉市等の協力によって、日本の選手たちが競

技場近隣の小学校 2校を訪問して、競技の内容

を教え、また実技体験を指導して、また、みず

から障がいを乗り越えてきた経験を語るなど

して、親しく交流の場を持ちました。 

そして、その大会初日の金曜日、試合会場に、

この 2つの小学校から先生に引率されて、授業

の一環として約 700 人の小学生が観戦に来て

くれました。車椅子ラグビーの激しい攻防に大

歓声を上げて応援してくれたわけですが、日本

選手のみならず、そのときに参加していたイギ

リス、デンマーク、ニュージーランドの各チー

ムの関係者、選手たちは、自分たちの国でもな

いことだというふうに大変感激していました。 

さらに、最終日の日曜日には、その試合会場

に、その小学校の小学生が今度は両親を連れて

一緒に観戦をし、自分で何か説明をしている様

子がうかがえる、そういった姿がみえました。

後日寄せられた感想文では、また応援したいと

言ってきた人がほとんどで、私はファンづくり

ができたと思っておりますが、子どもがファン

になり、子どもを通じて親が影響を受けるとい

う、この流れは、私は非常に大事なことだと思

います。 

先週末に足立区内で開催をしましたゴール

ボールの国際競技大会でも、同じような取り組

みを行いました。こうした活動を各種競技会あ

るいはスポーツイベントで、オールジャパンで

展開をして、積み重ねていく活動を、これから

2020 年に向けて続けていくことが大事だと思

います。 

実は、英国でもロンドンの開催決定から大会

実施までの間、学校授業で障がい者スポーツの

啓発に取り組んだことが、満員の観客の実現に

つながったと言われています。どこの国の人も、

やはりこれが一番大事だというところでは共

通している認識だと思います。 

 

最高の競技環境を実現するために――

アクセシビリティの確保 

 

それから、第 2は、最高の競技環境の実現に

ついてですけれども、特にその中でアクセシビ
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リティの確保は重要な課題です。これに関しま

しては、東京 2020 の組織委員会にアクセシビ

リティ協議会が設置されて、関係省庁、関係自

治体、障がい者スポーツ団体、関係業界等の参

画を得て、ハード・ソフト両面を含む「Tokyo 

2020 アクセシビリティ・ガイドライン」を策

定して、国際パラリンピック委員会の承認を得

て、関係者に周知徹底を図っていくことになっ

ています。この協議会は、もう昨年度すでに発

足をしています。 

 

選手村のエレベーター 車椅子の基準

に差 ―― 一般住宅用は１台、パラリ

ンピックは３－４台 

 

そういう動きで対処していくわけでありま

すが、既存の国内の基準、バリアフリー基準が

ありますね。国の基準もあるし、自治体の基準

もありますが、既存の国内基準とＩＰＣのアク

セシビリティガイドには、いろいろと差があり

ます。これをいかに解消して、ＩＰＣの基準を

満たしていくか、ということが非常に難しい課

題なんです。そういう意味で、先ほど、重要な

課題というふうに申しました。 

例えば選手村というのは、大会後に賃貸ある

いは分譲の集合住宅への転用を前提に民間事

業者が建設する、そういう形で進めております

けれども、一般住宅に適用されるアクセシビリ

ティに関する現行の規制と、パラリンピックの

選手村のアクセシビリティの基準は、当然、異

なっています。 

例えば選手村は比較的高層の集合住宅です

が、その住棟エレベーターは、一般住宅用の基

準としては、車椅子 1台の利用が可能であれば

いい、そういう前提でエレベーターの大きさの

基準が設定されているわけですが、選手村とし

ては車椅子が複数台、3台とか 4台とか同時に

乗れる、そういう大きさが必要なんですね。そ

うでなければ、車椅子の選手たち、各選手団に

たくさんいるわけですけれども、車椅子の選手

は競技場へ行くときだとか、あるいは食堂に行

くのにも、30 分も余計に時間がかかるわけで

す。エレベーターに乗っておりるのに、すぐお

りられないということで、これが問題になるわ

けです。 

選手村に求められる基準では、確かに一般住

宅用としては過大設備となるかもしれません

けれども、そういうふうに考えるのではなくて、

今後の高齢化社会に必要なアクセシビリティ

として価値が認められるようでなければ、なか

なかこの差は埋まらないと思います。 

こうした問題は、選手村に限らず、競技場に

おけるエレベーターだとか、あるいはトイレだ

とか、あるいは観客席そのものとか、さらに、

さまざまな都市インフラのアクセシビリティ

についても同じことです。 

 

パラリンピックの特別な基準ではなく、

先進的なインクルーシブ社会の基準 

―― 世界のモデルに 

 

ご存じだと思いますが、例えば競技場の観客

席で、オリンピック側の基準としては、観客席

の 0.75％が車椅子席。車椅子席として 0.75％

を確保と言われていますが、パラリンピックの

基準としては 1％以上ないとだめだというこ

とで、こういう違いもあるわけですね。 

そういう意味で、選手村に限らず、全てのア

クセシビリティについて同じ問題があるわけ

ですが、要は、ＩＰＣのアクセシビリティガイ

ドをパラリンピックのための特別な基準とい

うふうに考えずに、先進的なインクルーシブな

社会における基準なのだと認識をして、そうい

う考え方で「Tokyo 2020 アクセシビリティ・

ガイドライン」を作成していくことが課題だな

と思います。それでこそ、世界にモデルを示せ

るというふうになると思います。 

このほかにも課題がいろいろ多くありまし

て、開催まで残された期間、決して長くはあり

ませんが、私どもの協会は、先ほど、お話しし

ましたように、ビジョンを策定して、2020、2030

年の具体的な目標を掲げて、いま、アクション

プランを立てて、その実行に取り組んでおりま

す。 
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この資料の最後、資料 5に、ビジョンの概要

を載せてあります。要は、目指すところは、真

ん中の三角形にありますように、その底辺で示

す、誰もが日常的に楽しめるスポーツの普及・

拡大。それから、三角形の高さで示す、パラリ

ンピックのように、世界トップレベルで活躍で

きる競技力の向上をバランスよく進めて、好循

環させていく。そして、スポーツを通じて活力

ある共生社会の実現を図っていくということ。

これが目指すところであります。 

課題はいろいろたくさんありますが、2020

年東京開催決定を契機に、かなりいろいろ変化

が出てまいりまして――時間が大分なくなっ

てきましたので、簡単にいきますが――障がい

者スポーツ行政の文部科学省への移管とか、競

技力向上のためのナショナルトレーニングセ

ンターの整備だとか、企業による障がい者スポ

ーツ支援活動の積極化だとか、つい最近、日本

財団にパラリンピックサポートセンターが設

立されるだとか、こういったいろんな動きが出

てきました。こうした流れに合わせて、この

2020 東京開催を起爆剤に、私どもはビジョン

の諸施策の実行を加速していきたいと思いま

す。 

 

パラリンピックの成功を障がい者スポ

ーツの裾野拡大につなげる 

 

基本的な私どもの考え方は、ビジョンの諸施

策の実行が 2020 東京パラリンピックの成功に

つながるし、そして、東京パラリンピックの成

功が、先ほどの三角形の底辺、障がい者スポー

ツの裾野を広げる、こういう好循環を実現して

いくこと、これを大事にしたい。パラリンピッ

クはその手段であって、障がい者スポーツの裾

野が広がらなければ意味がない、というぐらい

言いたいところであります。 

最後になりますが、文部科学省の調査では、

障がい者成人の週 1回以上のスポーツ、レクリ

エーション実施率は、平成 25 年の調査で

18.2％。もう一つの、「健常者」というとあま

りいい言葉ではないのですが、一般の体力、ス

ポーツに関する世論調査、これも文部科学省で

すが、成人の週 1 回以上のスポーツ実施率は

47.5％、ほぼ 5割の人が行っているのに対して、

障がい者の場合には 2割。これを何とか半分に

近づけるように、私はビジョンの諸施策を実施

しながら目指していきたいと思っております。 

メディアの皆さんには、ぜひとも障がい者ス

ポーツ、そしてパラリンピックに対する一層の

ご支援をお願いしたいと思います。パラリンピ

ックの、そして障がい者スポーツの魅力とか価

値の発信を、できれば生中継を多く取り入れな

がら、スポーツとして取り扱っていただき、積

極的な発信をいただきたいと願っております。 

以上、少し時間をオーバーしたかもしれませ

んが、私からのお話とさせていただきます。ご

清聴ありがとうございました。（拍手） 

 

≪質疑応答≫ 

 

司会 どうもありがとうございます。それでは、

質疑に移ります。 

 

バリアのない社会を整えれば不可能な

ことはない 

 

質問 鳥原会長のお話を聞いて、パラリンピッ

クの課題等について、非常に濃密な内容で、的

確な方向性が示され、2020 パラリンピックに

期待申しあげます。質問ですが、このパラリン

ピックの大きな目的の一つが、本大会を通じて、

その前後にかかわる社会性のあるテーマにつ

いてどう考えるかということがあると思いま

す。障がい者スポーツが単なる勝敗の問題、あ

るいは競技の優劣を競うだけではなくて、大会

の後にある問題、それは、ハンディのある方々、

障がいのある方々がどう生きていくか、あるい

は働き方の問題まで含めて、大きな問題提起を

されているのではないのかと思います。パラリ

ンピックの開催以後、どのようなビジョン、お

考えをお持ちか、伺いたいと思います。 
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鳥原会長 どうもありがとうございました。 

おっしゃるように、パラリンピックは競技を

するだけではなくて、その競技を観戦すること

によって、人々、社会が認識を変えることが一

番大事なところだと思うんですね。 

先ほどもちょっと触れましたけれども、障が

い者は、バリアのない社会環境を整えれば、不

可能なことは何もないんだ、何でも可能なんだ。

また、障がい者それぞれが個性を発揮できるん

だということを、このパラリンピックを通じて

社会が認識をする。これによって、世の中が変

わっていく。ここが大事なところだと思うんで

すね。 

そういう意味では、バリアフリーの社会、ア

クセシビリティの高い社会をつくることが、こ

の 2020 年を迎えるまでの準備にもあるし、ま

た、2020 年を経験した後にもつながっていく、

そういう貴重な財産にしなければいけないと

思うんです。 

これは、先ほどのＩＰＣのアクセシビリティ

の 4つの領域にもありましたけれども、ハード

のインフラ面だけではもちろんなくて、一番最

後に、社会の制度だとか仕組みそのものをアク

セシブルなものにしていくことで、そこには障

がい者の雇用機会が広がる、そういうチャンス

が一般の人と同じように生まれる社会にして

いく、そういうことが書かれておりました。 

そういう点で、スポーツを通じて社会の認識

を変えていくという意味では、ビジョンで目指

す姿と、パラリンピックで生み出そうとしてい

るものと一致していると思いますので、私ども

は、このビジョンを国内でいろんな関係者と協

力しながら実現をしていく取り組み、これが共

生社会につながっていくと考えております。 

 

質問 昨年来、オリンピックの会場計画の見直

しが進められ、競技によっては都心から離れる

会場もふえましたけれども、パラリンピックの

ほうは、まだこれから計画が固まると認識して

いますが、選手の輸送という面で何か懸念はあ

るのでしょうか。 

 

鳥原会長 会場計画については、オリンピック

側で検討を進めるのと並行して、パラリンピッ

ク側でも検討を行っておりまして、オリンピッ

ク側の会場計画は、現時点でパラリンピック側

としても特に問題はないとＩＰＣ側の評価も

されています。 

当初と会場が変更したことによって、選手の

輸送に関して、よりさまざまな配慮をしなけれ

ばいけなくなることはあると思いますが、特段、

この会場変更によって問題があるという現状

ではありません。 

 

競技サポーター オリンピック側の競

技団体と連携を強める 

 

質問 ガイドランナーを初めとした競技サポ

ーターの件で、2020 年までの育成も大きな課

題になると思うのですが、どのようなお考えを

お持ちなのか。 

 

鳥原会長 競技サポーターは、――私も「健常

者」という言葉は必ずしも適切でないので言い

にくいのですが、わかりやすく言うために健常

者と言いますが――健常者側の競技団体の協

力を得てやっているんですね。だから、いまい

るサポーターの人たちも、そういう健常者側の

競技団体の協力として、特定の人が選ばれてサ

ポーター役を果たしてくれている、そういうの

が主だと思います。 

そういう意味で、これからますますパラリン

ピックの競技団体とオリンピック側の競技団

体とが連携を強めていくことが、私は一番大事

なことだと思います。それは、競技サポーター

の問題だけではなくて、競技のコーチとか指導

者の問題もあり、また、競技団体の体制そのも

のをより強化するためでもあり、今後、そうい

う方向でオリンピック側とパラリンピック側

の競技団体の連携を一層強めていくことに力

を入れていきたいと思っています。 

現状、個々にはいろいろ苦労がありますけれ

ども、2020 年に向けた選手の競技サポーター

は、これまでの協力関係の中で、いま、一応困
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った状態にはなっていないので、さらに強化し

ていきたいということです。 

 

パラリンピック支援に積極的になった

企業 

 

質問 昔、細川佳代子さん、細川首相の奥さん

が、パラリンピックを守り立てようといって、

ある企業のところにわざわざ来て、われわれ新

聞記者に対しても、「皆さん、協力して」と細

川さんの奥さんが言っていたことを記憶して

います。鳥原さんも企業の人たちにそういう協

力をしてもらう。企業が、障がい者の法定雇用

率一つみても、2.0％は達成しないで、お金（障

がい者雇用納付金）を出しているのが多い。企

業の人たちにもう少し障がい者に対する雇用

の問題、パラリンピックの問題も、協力するよ

うにやっていく必要があると思うので、ぜひや

っていただきたい。 

 

鳥原会長 ありがとうございました。 

きょうの私の説明の中で、その部分について

ほとんど触れなかったので、いま、ご質問いた

だいたのだと思いますが、私は、最近の動きの

中で、企業の障がい者スポーツに対する支援の

動きは非常に積極的になってきたというふう

に思っております。 

幾つか例を申しあげますが、日本障がい者ス

ポーツ協会では、オフィシャルパートナーとい

う企業の協賛を仰いでおります。ビジョンを発

表した頃、オフィシャルパートナーは 6社だっ

たんですけれども、ことしの 4 月時点で 16 社

になりました。近々、2社ふえる。それで止ま

ったわけではありません。私どもの一番大事な

メインの協会の事業を安定的に展開していく

うえでの財政基盤となる企業のオフィシャル

パートナーが、この 1年で倍以上にふえたとい

うこと。 

それは、単に資金的な問題だけではなくて、

各企業が社員のボランティア活動で、いろんな

競技会やイベントへ参加したり、さらに、先ほ

どもちょっと出てきましたけれども、陸上競技

の、パラリンピックの選手ではありませんけれ

ども、裾野を広げる活動の中でのガイドランナ

ーの役割を果たしたりとか、そういうことも積

極的にやっていただいています。 

それから、いま、東京 2020 の組織委員会が

オリンピック・パラリンピック東京大会のオフ

ィシャルスポンサーをどんどん募集している

ところで、これはものすごい勢いで企業の参加

を得られているわけですが、そのスポンサーは

オリンピック・パラリンピック共通なんですね。

オリンピックだけのスポンサー、パラリンピッ

クだけのスポンサーではなくて、オリンピッ

ク・パラリンピック共通で、そして、その大方

の企業はパラリンピックを積極的に支援した

いと言っていただいています。 

また、組織委員会のこれからのいろんな活動

の中で、経団連、同友会、それから商工会議所、

この 3 経済団体が一緒になって大会をサポー

トしていこうという協議体がすでにスタート

しています。企業側は、パラリンピックに限ら

ず、障がい者スポーツに対する支援を非常に大

事にして、積極的にやっていただけるようにな

りました。これはぜひご説明しなければいけな

かった点だったと思います。 

 

新国立競技場 車椅子席は１％以上確

保を 

 

質問 新国立競技場に関して、もし、8万人収

容の競技場に決まった場合に、車椅子の席は大

体何席ぐらいが望ましいとお考えですか。パラ

リンピックの基準では 1％以上ということで

すが、鳥原会長のお考えではいかがでしょうか。 

鳥原会長 私は、自分の立場から、できるだけ

多く車椅子席を確保できたらいいなとはもち

ろん思いますが、ただ、全体のバランスの問題

もありますので、ＩＰＣの基準である 1％以上

確保を実現するのが適正ではないかなと思い

ます。だから、8 万人収容だと、800 席以上は

確保するということになるでしょうか。 

ただ、固定的な車椅子席ではなくて、パラリ

ンピック開催時には 1％以上確保できるのが
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望ましいということで、そこは後から車椅子席

が普通の席に変わることはあり得るかもしれ

ませんけれども。 

 

価値観を変え世界のモデルになる東京

大会に 

 

質問 選手村のエレベーターの件ですけれど

も、ＩＰＣの基準で、車椅子用に確保しなけれ

ばいけないスペースがあるのにもかかわらず、

すでに確保されないものができようとしてい

るというお話だったのか、それともそういうこ

とが望ましい、そうしなければいけないという

お話をされたのか。確認させてください。 

 

鳥原会長 現状、そうなっているわけではあり

ません。わかりやすい例で、さっき、選手村を

取り上げたんですけれども、賃貸あるいは分譲

集合住宅に転用する前提で、民間事業者が選手

村を建設するとなると、転用した後、一般の住

宅としては、こんな大きいエレベーターは過大

な設備だと考えると、販売価格あるいは賃貸価

格、さらにはその後のメンテナンスのコスト、

そういうものをなかなか利用者から回収し切

れないという問題が起きますよね。 

そうすると、経済性で考えると、そういう回

収し切れないものをこしらえるのは、なかなか

難しい判断が伴う。ＩＰＣの求めている基準と、

現状の既存の住宅におけるバリアフリー基準

との差を埋めるに際しては、いろんな議論が起

きてくると思うんです。 

それを単に現在の経済性だけで考えずに、こ

れから車椅子利用者がふえていく可能性を考

えれば、エレベーターそのものも従来基準より

もできるだけ大きいほうが、より快適な利便性

のある住宅になる。そういうことを評価して、

その住宅が一般の市場価格よりも高く売れれ

ば、それで成り立つのではないかということも

あり得るし、みんなでそういうことを考えて、

どうやったら差が埋まるか、を詰めていく必要

があるなと思っているものですから、さっきの

話をしました。 

「Tokyo 2020 アクセシビリティ・ガイドラ

イン」をこれからつくっていくわけですけれど

も、つくっていくときに、価値観を変えていく

というか、そういうこともみんな頭に入れなが

らガイドラインをつくっていこうではないか。

現状はここまでしかできない、合理的に考えれ

ばこの線だよというところでおさめないで、価

値観を変えて、それを評価してもらえるような

社会になっていく、こういうふうに仕向けるこ

とを含めて、このガイドラインを考えていかな

いと、世界のモデルになるようなアクセシビリ

ティの高い東京大会であった、というふうには

なかなかならないのではないかと思うんです

ね。 

 

「勇気をもらえる」「挑戦意欲が湧く」

と感じる人が集まる 

 

質問 競技場を観客でいっぱいにするという

話がありました。確かにおもしろいものであれ

ば、障がい者スポーツであっても、お金を払っ

て見に行くことがあってしかるべきだと思う

のですが、片や、障がい者スポーツの競技団体

によっては、体力に乏しいところもあると思い

ます。障がい者スポーツをより楽しいものにみ

せて、嫌らしい意味ではなくて、多少ビジネス

につながるといいますか、そういう観点につい

てはどう考えていますか。 

 

鳥原会長 それぞれパラリンピックの競技の

種類によって違いがあります。現在でも車椅子

バスケットボールだとか、あるいは車椅子テニ

スだとか、極めて競技性が高くて、また普通の

スポーツと同じようにスポンサーもいろいろ

ついて、それで観客も集めてできるという競技

もありますけれども、一方で、なかなかそこま

で行かない競技もありますね。 

だから、全てについて言えるわけではないの

ですが、私は、パラリンピックの各競技場を満

員にするのは、必ずしも楽しいものとかおもし

ろいものとかということではなくて、アスリー

トたちをみていて、「勇気をもらえる」とか、
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あるいは「自分たちの挑戦意欲が湧いてくる」

とか、そういうオリンピックにはない別のもの

を感じていてくれる人だと思うんですね。 

それが、さっきの例で、車椅子ラグビーで小

学生がたくさん来てくれて、また、その家族も

一緒になって見に来てくれたというのも、小学

生たちが車椅子ラグビーの選手から直接話を

聞いて、「あ、すげえなあ」と思って、あの選

手を応援したいなという気持ちで来てくれて

いる人が多いのではないかと思うんです。 

その証拠に、試合中に名前を呼んで応援をし

たりしているんですね。それは、後で聞いてみ

ると、その小学校に行って、みんな、子どもた

ちとコミュニケーションをして、それで人気が

あった選手らしいんですけれども、子どもたち

に、「自分はこんな車椅子で、足は立たないし、

――車椅子のラグビーというのは上肢にも障

がいがあるんですね。だから、――手も自由に

動かないけれども、できないことは何もないぞ。

これはできないだろうと思うのがあったら言

ってごらん」と質問したら、子どもが、「じゃ、

お風呂に入れないだろう」とか、「ペットボト

ルの栓を抜けないだろう」とか、「棚の上の物

に手が届かないだろう」とか、いろんなことを

質問したらしいんです。それに、「いや、自分

はそれはこうやってできるようになった」とい

う話をしたり、最後には、「ジャンプはできな

いだろう」と言われて、「それは、僕はできな

いよ」と言うところまでに至る、そういう交流

をした。 

子どもたちが、自分はお兄ちゃんと同じよう

にチャレンジすればできるようになるんだと

いう、そういう気持ちを持つようになったとか、

あるいはそういう選手たちをじかに応援した

いという気持ちになるとか、そういうことで僕

は会場に集まるという人が多いのではないか

と思うんですね。 

もちろん、競技によっては、すごくおもしろ

い、ぜひみてみたいという、ほかのオリンピッ

クにはない競技のおもしろさがあるものもあ

りますから、それはそれで人が集まるし、また、

いまのお話のような気持ちを持って集まって

くれる人も集めたい。それは小学生、若い人た

ちだけではなくて、さっきの話の続きになりま

すけれども、企業の社員たちが家族を連れて応

援に行こうではないか、特にスポンサーになっ

ている企業の社員たちが、そうやってみんなで

応援に行こうではないかという気持ちを起こ

してくれる。そういう人たちでいっぱいになる。 

そうすると、2020 年、東京で大会があるか

ら、みんな、切符買って行って満員になったん

だ、と言われるのではなくて、2020 年以降も、

こういう障がい者スポーツを大事にしよう、応

援していこうというのがずうっとつながる、本

当のファンになるのではないかと思いますの

で、そういう意味で申しあげました。 

 

オリンピックはパラリンピックの準備

をしてくれる、と言いたい 

 

司会 関連して、司会から 1 問だけ。12 年の

ロンドンのときに一番驚いたのが、オリンピッ

クが終わった途端に街じゅうに看板が立ちま

して、「thank you for warming-up」、要する

に、オリンピックに「前座をありがとう」。何

というパラリンピックの自信というか、実際に

成功させてしまうわけですけれども、ああいう

自信を東京は持てるのか。その辺をちょっとお

話しいただければ。 

 

鳥原会長 さっきの話の中で、2012 年ロンド

ンパラリンピックをベンチマークとしたい、と

申しあげた中の一つはそういうことで、私は完

全にいまの時点で自信があるとは言い切れま

せんけれども、そのぐらいの言い方ができるよ

うにしていきたいなと思うんです。 

いまは違いますけれども、少し前の段階では、

日本国内でも、オリンピックが終わった後にパ

ラリンピックをやるのでは、パラリンピックに

人が集まらないではないか、そういうふうに心

配される人が結構いました。何でオリンピック

の前にパラリンピックをやらないんだ、あるい

はオリンピックとパラリンピックと一緒にや

ったらどうか、と話もかなり強い思いとしてい

ろんな方が言われていました。 
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私、そのときに、――自分もかつてそういう

心配をしたことがあったんですけれども――

それはパラリンピックには観客が集まらない

だろうと思うからであって、だから、私は、ロ

ンドンと同じように、絶対にパラリンピックだ

って満員にできる。ロンドンでは、オリンピッ

クではまだ席があいているけれども、パラリン

ピックだけはもう完売になってしまったと言

われるぐらい、パラリンピックが売り切れたそ

うですけれども、それに近いようにして、オリ

ンピックを楽しみ、そしてパラリンピックも満

員の観客で楽しむ。両方の効果が最大限に発揮

される、そういう姿をぜひつくりたい。そうい

う姿がつくれるように一生懸命やりたいと思

います。 

ウオーミングアップと言いましたけれども、

われわれは、パラリンピックは観客をちゃんと

満員にしてやる。その前にオリンピックをやれ

ば、いろんな準備が整っている。最初にオリン

ピックで利用すれば、会場の状態の悪いところ

がわかって、それを手直ししてパラリンピック

に行くとか、それから、ボランティアだとかい

ろんな運営に携わる人も、オリンピックでいろ

いろ経験をして、その成果をパラリンピックに

生かしていくとか、そうやって、オリンピック

はパラリンピックのための準備をしてくれて

いるんだ。だから、この順番が最高にいいんだ、

というふうに言いたいぐらいなんです。 

ただ、それが本当に実行が伴うようにしなけ

れば意味がありませんので、そういう気持ちを

持ってしっかりとやっていきたいと思います。 

 

選手がベストを尽くせる競技運営のた

め スタッフを事前訓練 

 

質問 先ほど、2020 年の課題として 6 つの課

題を挙げられ、その中で、運営面での環境整備

と意識の高いボランティアの育成というお話

があったのですが、その進め方、アイデアがあ

れば、教えてください。 

鳥原会長 ありがとうございました。施設と運

営両面での最高の競技環境を整える点を、成功

の必要条件の一つとして先ほど申しあげまし

た。運営面というのは、一つは施設の利用の面

でのハードとソフト両面のアクセシビリティ

という意味での使い方があります。もう一つは、

競技そのものの運営にかかわることです。競技

環境を整えるには、競技運営そのものをやはり

選手にベストのように持っていかなければい

けない。そのための準備を完璧にやっていく、

そういう意味です。 

各競技の運営を、選手からみてベストが尽く

せるような運営の仕方をしていくためには、競

技の役員の訓練をしっかりとしていかなけれ

ばいけない。これは、日本の役員でもあり、ま

たＩＰＣの国際役員の役割でもあり、その両方

を含めて、競技運営のスタッフの事前の訓練を

しっかりやっていかなければいけないと思っ

ています。 

それから、ボランティアに関しては、大会組

織委員会が行うことでありまして、組織委員会

がボランティアの募集をして、その募集したボ

ランティアを、事前にそれぞれの役割に応じて

教育、訓練をしていくことになっています。先

ほど、ちょっと紹介した日本財団のパラリンピ

ックサポートセンターでは、そういうボランテ

ィアの、特にリーダーを育成する、そういう支

援もしていきたいと課題に掲げています。そう

いった組織委員会、そして組織委員会を中心に

していろんな関係者でボランティアの育成、訓

練をちゃんとやっていきたいと思っています。 

 

司会 ありがとうございました。 

恒例の揮毫をいただいております。「活力あ

る共生社会へ、パラリンピックを大成功させ

る！」。「成功」ではなく、「大成功」と書い

ているところをくんでいただければと思いま

す。これで会見を終了させていただきます。き

ょうはありがとうございました。（拍手） 

文責・編集部 
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～パラリンピックの意義と課題～        

 

 日本障がい者スポーツ協会 

日本パラリンピック委員会 

            会長 鳥原 光憲 

 

１．世界最大級のスポーツの祭典 

  〇 ロンドン 2012 パラリンピックの成功例 

   

２．パラリンピックの歴史 

  〇 オリンピック・パラリンピックの一体化 

   

３．パラリンピックの魅力 

  〇 エリートスポーツとしてのパラリンピック 

   

４．パラリンピックの意義 

  〇 パラリンピックのレガシー 

   

５．東京 2020 パラリンピック成功に向けて 

  〇 成功のための課題 

   



資料 1 

ロンドン 2012 パラリンピック 

 

（１） 大会名称 

ロンドン 2012 パラリンピック競技大会（第 14 回夏季大会） 

「London 2012 Paralympic Games」（通称：ロンドンパラリンピック） 

（２） 大会ビジョン 

‘To use the power of the Games to inspire lasting change’ 

（大会の価値を未来へつなごう） 

（３） 開催期間 

2012 年 8月 29 日 開会式、9月 9日 閉会式 

（４） 開催地 

イギリス・ロンドン（パラリンピック発祥国） 

主会場：ロンドンオリンピックスタジアム 

（５） 参加規模 

・164 カ国・地域から、4,237 名の選手が参加（過去最大規模） 

・ブルネイ、カメルーン、ジプチ、リベリア、モザンビーク、北朝鮮ほか、 

15 カ国・地域が初出場 

（６） 運営主体 

・国際パラリンピック委員会（ＩＰＣ） 

・ロンドン 2012 オリンピック・パラリンピック組織委員会（ＬＯＣＯＧ） 

（７） 実施競技・種目 

20 競技・503 種目 

（８） 観客等 

・チケット販売数 278 万枚（完売） 

・メディア 6,000 人（グローバル・メディアを含む） 

・テレビ視聴者 延べ 38億人（120 カ国） 

（９） 特記事項 

・2004 年アテネ大会以降、中断されていた知的障がい選手の正式参加が再開。 

（陸上競技、卓球、水泳） 

・ボランティアの活躍 “Games makers” 約 7万人 

 

 

＜ロンドンオリンピックスタジアム＞ 



資料 2-1 

パラリンピックの歴史 

１９４４年 第二次世界大戦で負傷した兵士の治療と社会復帰を目的に、ロンドン郊外の

ストーク・マンデビル病院内に脊髄損傷科開設（１９６０年に国立脊髄損傷

センターに改名）。初代科長 ルード・ヴィッヒ・グッドマン卿。 

「手術よりスポーツを」 

１９４８年 Ｌ・グッドマン卿はロンドンオリンピックと同時期に病院内で、ストーク・

マンデビル競技会（車椅子アーチェリー大会）を開催。以降、毎年開催。 

１９５２年 第１回 国際ストーク・マンデビル大会開催（オランダの参加）。 

１９６０年 ローマ・オリンピック後に開催された国際ストーク・マンデビル大会（２３

カ国参加）が、後に第１回パラリンピック・ローマ大会と位置づけられた。 

１９６４年 第２回パラリンピック東京大会開催（東京オリンピック後の国際ストーク・

マンデビル大会）。パラリンピックの名を掲げた最初の大会。 

１９７６年 第１回冬季パラリンピック開催（スウェーデン、エンシャルツヴィーク）。 

第５回パラリンピック・トロント大会。初めて車椅子選手以外の障がい選手

（上・下肢切断、視覚障がい）が参加。 

１９８０年 第６回パラリンピック・アーネム大会（オランダ）。脳性麻痺選手が参加。 

１９８８年 第８回パラリンピック・ソウル大会。ＩＯＣがオリンピックとパラリンピッ

クを連動させた初めての大会（オリンピックと同一競技施設の使用）。 

パラリンピック（＝Parallel+Olympic）を正式に呼称。 

１９８９年 国際パラリンピック委員会（ＩＰＣ）創設。 

１９９６年 第１０回パラリンピック・アトランタ大会。知的障がい選手の参加。 

１９９８年 第７回冬季パラリンピック・長野大会。 

２０００年 第１１回パラリンピック・シドニー大会。ＩＯＣとＩＰＣの協力関係の基本

合意。 

「オリンピック関係都市は、オリンピック終了後、引き続いてパラリンピッ

クを開催しなければならない。」 

２００８年 第１３回パラリンピック北京大会。ＩＯＣ・ＩＰＣ協力合意に基づく最初の

パラリンピック（開催都市、組織委員会、競技施設、選手村、スポンサー等

の同一化） 

２０１２年 第１４回パラリンピック・ロンドン大会。 

 



資料 2-2 

日本の障がい者スポーツ振興の経緯 

１９６４年 第２回パラリンピック東京大会開催。 

１９６５年 日本身体障害者スポーツ協会設立。 

全国身体障害者スポーツ大会の開催。 

毎年、国民体育大会の終了後に、同じ都道府県で開催。 

陸上競技、水泳、卓球、アーチェリーの４競技からスタート。 

前年、パラリンピック終了後の当時の皇太子殿下（現在の天皇陛下）のお言

葉により開催が決定。 

「今回のパラリンピックを見て、外国の選手は非常に明るく、体力も勝ってい

るように感じました。日本選手が病院や施設にいる人が多かったのに反して、

外国の選手は大部分が社会人であることを知り、外国のリハビリテーションが

行き届いていると思いました。 ･････ このような大会を国内でも毎年行っ

て、身体障がい者の福祉向上のため、さらにいっそう努力されることを希望し

ます。」 

１９７４年 大阪市障害者スポーツセンターの開設（日本で最初）。 

'70～'80 年代に障がい者専用のスポーツ施設が全国的に開設。 

１９９２年 全国知的障害者スポーツ大会の開催。 

１９９８年 第７回冬季パラリンピック・長野大会 

１９９９年 日本障害者スポーツ協会に名称変更。 

身体だけでなく、知的、精神障がいを含めたスポーツの振興。 

協会内に、日本パラリンピック委員会を創設。 

国内の選手強化、国際競技大会への選手団の派遣を開始。 

２００１年 第１回全国障害者スポーツ大会の開催。 

身体障がい者と知的障がい者の統合。（2008 年～精神障がい者が含まれる） 

２０１１年 スポーツ基本法成立。 

障がいのある人を含め、すべての国民のスポーツ権を明文化。 

スポーツ立国を目指し、国家戦略としてスポーツ施策を推進する国の方針が

明確にされた。 

スポーツ基本計画策定（2012 年）。 

年齢や性別、障がい等を問わず、広く人々が、関心、適正等に応じてスポー

ツに参画することができる環境の整備を国の基本政策として推進。 

２０１３年 「日本の障がい者スポーツの将来像（ビジョン）」を策定、公表。 

2020 年オリンピック・パラリンピックの開催地が東京に決定。 

２０１４年 障がい者スポーツ行政の厚労省から文科省への移管。 

＊２０１４年に「日本障害者スポーツ協会」を「日本障がい者スポーツ協会」に名称変更。 

 これに合わせ、当協会内ではひらがな表記に統一。 
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パラリンピック（Paralympic Games） 

 

パラリンピックとは？ 

パラリンピックとは、４年に１度、世界トップレベルの 

パラ・アスリートが出場し、卓越したパフォーマンスを 

発揮する世界最高峰の国際総合スポーツ大会である。 

オリンピック開催年にオリンピック開催都市で開催する 

ことから、『もう一つのオリンピック』とも言われている。 

 

 

Paralympic = Parallel Olympic 
                （もう一つの） 

 

主催：国際パラリンピック委員会（IPC） 

設立年：1989 年 

本 部：ドイツ・ボン 

加盟国：173 か国・地域 

 

パラリンピック・シンボルマーク 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ ビジョン ] 

パラ・アスリートが、スポーツにおける卓越した能力を発揮し、世界に刺激を与え興奮

させることができるようにすること。 

 

[ 究極の目標 ] 

パラスポーツを通じて、障がいのある人々にとってよりよい共生社会を実現すること。 

 

[ ビジョンを達成するための４つの価値 ] 

Courage（勇気） 

大きな限界を乗り越えて、世界に示す素晴らしいパフォーマンスを実現させるもの。 
 

Determination（決意） 

可能性の境界を変えるほどのメンタルな強さ、身体能力、卓越した機敏さ等の比類の

ない強さの根源となるもの。 
 

Inspiration（インスピレーション） 

   能力の最大化により他者をスポーツに参加せしめるほどに大きく影響するもの。 
 

Equality（平等） 

   既存の考えや姿勢を変化・変換させ、障がい者の社会的バリアや偏見・差別を打破するもの。 

 

 

 

パラリンピックのシンボルマーク「スリー・アギトス」。 

アギトスとは、ラテン語で「私は動く」という意味。青・赤・緑の三

色は、世界の国旗で最も多く使用されている三色ということで選定。

中心を取り囲むように位置する三色の曲線は「動き」を象徴したもの

で、世界中から選手を集わせるというパラリンピックムーブメントの

役割を強調したもの。また、パラリンピアンの強靭な意思を表したパ

ラリンピックモットーの「スピリット・イン・モーション」や、パラ

リンピック選手が常に世界をインスパイアし感動させていること、常

に前進しあきらめないことも表現している。 



資料 3 

パラリンピック競技の概要 

１．リオ 2016 パラリンピック競技名と競技種目（メダルイベント）数  （*は新競技） 

競技名 競技種目数 競技名 競技種目数 

アーチェリー 9 ボート 4 

陸上競技 177 セーリング 3 

ボッチャ 7 射撃 12 

＊カヌー 6 水泳 152 

自転車 50 卓球 29 

馬術 11 ＊トライアスロン 6 

視覚障害者 5人制サッカー 1 シッティングバレーボール 2 

脳性麻痺者 7人制サッカー 1 車椅子バスケットボール 2 

ゴールボール 2 車いすフェンシング 14 

柔道 13 ウィルチェアーラグビー 1 

パワーリフティング 20 車いすテニス 6 

合 計 22 競技 528 種目 

※ロンドン 2012 パラリンピックでは 20競技 503 種目が実施された。 

 

２．パラリンピックスポーツの特徴 

  障がいを理由にあきらめるのではなく、どうしたらできるかの視点でルールや用具を

工夫すれば不可能を可能にすることができる。 

（１）公平性の担保 

①クラス分け 

  障がいの「種類」や「程度」によってクラスを分け、同程度の身体機能を有する人た

ちが一つの競技クラスをつくり、そのクラス内で公平な条件のもとで競技を行う。 

  陸上競技、水泳、自転車、ボッチャ、卓球等 

 ②係数制、ポイントスコア制 

  実施種目やクラスに応じて係数を設け、実測タイムや距離に係数を掛けた計算上の記

録で順位を決する。 

陸上競技（フィールド）、アルペンスキー、クロスカントリースキー等 

③体重制 

  柔道、パワーリフティング 

④持ち点制 

  障がいの種類や程度、体幹動作に応じて選手に持ち点を与え、1チームあたりの持ち点

合計に上限を定める。運動能力の優れた重度障がい選手の参加機会を担保する意味も

ある。車いすバスケットボール、ウィルチェアーラグビー 

⑤アイシェード、ゴーグルの着用 

  資格障がいの程度の差による不公平をなくすために光を完全に遮断するアイウェアを

着用する。ゴールボール、水泳（B1 クラス） 



（２）競技用具の工夫 

  障がいのある人も、用具を工夫したりすることで、様々なスポーツをすることが可能になる。 

・車椅子側…陸上競技用レーサー、車椅子バスケ・テニス、ウィルチェアラグビー等 

・義手義足…陸上競技用（トラック競技、走幅跳、走高跳等）、自転車、卓球等 

・その他側…口で弓を引くアーチェリー、口に手綱をくわえる馬術等 

 

 

車椅子（バスケ） 

 

  

義足（陸上競技） 

 

口で弓を引くアーチェリー 

（３）ルールの変更 

・ルール変更…相手と組んで試合開始する柔道、2バウンド後の返球ＯＫの車いすテニス等 

 

視覚障がい者柔道 

互いに組んだ状態からはじめる 

 

  

車いすテニス 

２バウンドの返球ＯＫ 

 

（４）視覚障がいを補うサポーター 

・陸上競技…選手に伴走する「ガイド」、フィールド種目で声によりサポートする「コーラー」 

・自転車 …2人乗り自転車の前にのり操縦しタッグを組む「パイロット」 

・サッカー…相手ゴール裏から声でサポートする「コーラー」 

・水泳競技…ターンやゴール直前に、棒を使って位置を教える「タッピング」 

 

 
 

陸上競技 

選手の目となり伴走 

 

 

水泳競技 
タッピング棒で壁に近づいているこ

とを知らせる 



                    資料 4 

パラリンピックの基本的レガシー 

 

 

① インクルーシブな施設 

・公共サービス機関（行政施設、郵便、銀行・・・） 

・レクリエーション施設（野外施設、劇場、カフェ・・・） 

・住宅（公共住宅、民間住宅） 

② インクルーシブな交通網 

・鉄道、地下鉄、路面電車、路線バス、航空、船舶・・・ 

③ アクセスシビリティ関連規則の拡充と適用 

 

 

① スポーツの普及 

・特定あるいは総合的な Sports-for-all プログラムの開発 

・地域社会でのスポーツ活動に参加できる体制の整備 

・する人、見る人のためにアクセシブルなスポーツ施設の提供 

・学校教育カリキュラムでの障がいに応じた体育授業の促進 

② 競技（エリート）スポーツ 

・地域や国レベルで競技するアスリートの増加 

・積極的に実施するスポーツ種目の拡大 

・国際レベルで活躍する代表チームの強化 

・エリートアスリートへのスポーツ科学的支援の強化 

 

 

 障がい者の認知、社会的地位、法律と政策、あらゆるレベルの教育機会、障がい者の権能 

 

 

① 積極的なビジネスの実践 

・重要な（未開発の）マーケット・セグメントとしての認識 

・アクセシブル・サービスに対する商業的な価値づけ 

・アクセシブルな製品の範囲拡大 

・バリアフリーな職場や採用の確立 

② アクセシブルな旅行 

・旅行目的としての大会ホスト都市・地域の地位確立 

・ホスト都市・地域・国における国内旅行者の活動性の拡大 

③ 経済的地位  

・雇用可能性（多様な就職先の広がり、雇用・自営業への支援策活用） 

・職業訓練や生涯学習機会の利用可能性 

（１）スポーツ施設や都市全体のインクルーシブな社会基盤（インフラ） 

 

（４）社会生活を完全にインクルーシブなものにする多様な機会の創出 

（２）障がい者スポーツの発展 

 

 

 

（３）社会における個々人の意識変革と障がい者の自尊心の向上 

（IPC Strategy より） 




